
ノ
 
努
力
資
本
捜
与
 

）
 め
て
こ
まる
。
と
い
う
と
き
に
『
あ
 
その
晋
あ
る
原
因
は
何
かと
い
う
 
親
や
ま
わn
入
が
、
 

「
 
な
たは
巽
し

て
は
だ
めよ
』
と
か
 
こ事

署
え
、
そ
の
方途
を
た
て
る
 
機嫌
ば
か
n
り
、
廿
 

（
 
『よ
そ
の
子
を
い
じめ
て
は
い
け
ま
 
こ
と
が
、も
つ
寝

本
問
鵬
な
ので
 
てて
発
か

こ
そ
、
 

か
一
一
三
三
三F三
二F三
一
、

・ニ
二
二
」

一ど
三
ニ
一f

二
「一”一一
一
・
二
ご

・三
二
・
Fご二
二
？
f
ニ
ニ
一
了
一
二
二
了

ど
「
ニ
ニ
ど
三
―・」…
三・f
・
三ごご
？
・
i
ー…

‘、・三
・・

土
和
田音
頭
と
二
理
目を
参
川
させ
た
一
慮a
発
喪
会
を
行
う
が
、同
薯

聞
部
 
の
祭り
に
隈
ヲ
ー
E
n
 

潟
場
者
は
男
女
、ぢ
せ
て
十
四
名
で
、
一
で
は
コ
ン
ク
ー
ル
え賞
を
泥
念
じて
新
 
村中
年
婦人
の
く
巣
ス
 

ー
，
、

ー
ー
トL
、
、一奮
 

ら
暗
い
影
を駿

t
い
る
 

金
高

で
新
閣
展
 
金
高
で
は
 
乙
か

ぐ
 

」

近
県
に
多
い
で
あ
る
 

・
・
一
ー
 

え
る
の
で
社会
利
の
勉
強に
役
立
つ
だ
 
」
一
一

：
'
.
1
，
プ
‘F
 

イ
ダ
コ
は
、）H
界
を中
 

』
蹴つ
カ
と
ー
 

さ
れ
た
り
 

か
が
町
て
は
神
めて
の
試
み
で
あ
り
、
7
1中
コ
の
響
Q
ら
2
 

製
作
過
程
、電
送
写
真
な
ど
実
物
を
揃
 

4
 

・
 

ト

ー
 

j
 

nノ
』
 

く
 

1 7 日 （日） 月
 

0
 

住
‘
 

。
ノ
 つ

一
和
 

し
、
人
い
じめ

が
は
じ
ま
り
ま

す
、
 

手
に
負
身
ぬ
 

い
いき
か
せ
る
と
い
う
C
と
は
、た
 
い
つ
で
も自
り
思
ら

だ
こ
と
の
表
面
だけ
を
な
で
て
いる
 
な
い
と
気
が
，ま
な
い

か
ら
な
の
で
す
。製

又
い

じ
め
 
子
で
す
。欲
を
お
虫

を
さ
せ
る
よう
に
す
る
お

は
何
か
 で
き
な
い
の
丁
り
r
 

（
 
問
 
家
の
子
ど
も
は
気
に
人
ら
 

（
 な
い
こン
派？
ある
と
、す
・（、に
ム
た

引
一り
散
り
し乱
装

与

す
o
何
か
と
 

、
 い
う
と
、よ
そ
の小
さ
いお
子
さ
ん
 

」
 を
い
じめ
る
の
で
、近
所
の
お
母
さ

〕
 昨
「
三
唾
話
 
ん
方か
ら
、も
ち
よ
い
 

）
」
豊

」
ち
よ
い交
旬を
s
gれ

一
談

」
 
て困
り
ます
oぢ
い

一
相
「
う

ふ
う
に
導
 

「
芽
仙
 
ろ
しい
の
で
 

落
臓
軒
譲
』
 

〕
 
何で
し
Jf
フ
。
ど
フ
も
フ
ちの
子
は
 

）
 乱
暴
で
こ
ま
る
。よ
モ
の
子を
い
じ
 

、
 
「
 
書
」」・

m
 

ん
逮の
た
め
、血
の
考
 

 

い
、よ
寸

・
 

  

「
、
私
逮
役
貝‘
 
ヲ
・・
い
 

金
中
、野
球
に
優
勝
す
 

響
帥
相
撲

個
人
で
は
沢
田
君
 

北
郡
中
学
校
秋
季
総
合
体
青大
会
は去

る
九
月
二
十六
、
七
の
両
日
芦
野
グ
ラ

ン
ド
を
主
窮
に
十
五
校
参
加
し
て
行

わ
れ
た
が
、金
木
中は
野
球
で
優
勝
し

た
の
をは
じ
め
、
各
翻
目に
善
戦
し
た

覇
目
の
優
勝
チ
1
ム
次
の
と
おり
。
 

野
登
中
、
卓
球
（男
）
五所
川
原
中
 

（女
）
板
柳
中
、ソ
フ
トボ
1
ル
（
女）
 

板
柳
中
、庭
球
（男
）
飯
詰
中
（
女
）
 

無
洋
，
艦
球
（男
）
板
柳
中
（女
）
 

板
柳
中
、桑
遭
板
柳
中
、排
球
（
男
）
 

松
島
中
（
女）
嘉
瀬
中
、相
撲
命
体
）
 

板
柳
中
（個
ろ
沢
田
一
繁
（
金
中、
 

木
か
ら

移
民
第
二

陣
 

一
 

て
麟
護
難
麟
醜
癒
鐘
 

.1‘
【H
"
E
よ
‘
に
．・
」
」
‘
レプ
‘F
’
！
しII、
・7よ
‘
「
ブ‘
く
．
子
ョ
月
ー
】
‘し
，L．ブ
月
ブ
‘
：
一
‘J‘
】
‘
ー
 
エ
ト
ノ
し
イ
ー
ノ
ー
 

 
a
昆
ク
，
呂
」星
 

一8
一
の
万
4
の
黙
叫
には
“覇
の
意
一ん
」子
共七
“
ぶ
囲
る
い馨
て
の
L
言
＼
籍
，
（
ひ
っ
．‘
琴
 

議
）
譲
縛痛
潜熱
難
糾

麟
‘
縛
』
鋒」務
舞
 

通
信
数
青
は
義
務教
育
の延
長
、男

女
共
学
と
相
並
ん
で
新教
青
制
度
の

三
大
特
色
と
い
わ
れ
て
いる
。
 

凡
そ
その
国
の
青年
の
動
向は
将
来
 

一
教
管
お
よ
裏
信
教
育振
興
法
が
制
 ン
タ
1
た
る
べ
く
、真
撃
な
態度
で

一
足
さ
れ
、こ
れ
が
、振
興
上
請般
の
 
誇
り
と
自
信
多
匂
つ
て
生産
に
勉
学
 

働
き
つ
つ
学
ぶ郡
北
動
労
者
青
少年

の
た
め
の高
等
学
校と
し
て
、
本
校

が
独
立
開
校
して
か
ら
早
く
も
一
‘周

年
を
迎え
る
に
輩
つ
た
。
 

い
フ
まで
も
な
く
高
零
学
槍
尼時
制

教
育
は
、
経
隣
的
に
時
間
的
に
恵
ま

れ
な
い
一般
勤
労
青
少
年
に
も
、恵

ま
れ
意

ば
れ
た
少数
の
者
同
様
に

尋
し
く
商
零
学
校数
青
の
機
会
均
等

を
保
鰍
し
、教
養
と
生
産
能
力
を
高

め
、
以
て
国
象
社会
の
進
展
に
寄
与

せ
し
め
る
と
い
う
崇
高な
数
胃
理
念

に
の
つ
と
つ
て
設げ
ら
れ
た
圃
期
的

な
数
腎
制
度
で
あり
、
し
か
も
正規

の
学
校数
青
と
し
て
位
皿
急
り
られ

た
極
め
て
特
色
あ
る
教
費
制
度
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
生
産
と
直
結
し
て

働
き
なが
ら
学
ぷ
と
い・
っ
教青
形
態

す
な
わ
ち
高等
学
校
足時
制
並
びに
 

「
貿
舞
」
鰐
繕
け
与

・
 
色

難
誘
縄
鶏鶏
海」
 
 

の
国
運
を
決
す
ると
申
され
て
い
る
 

」灘
縄
慧
一
君
 

特
」
騒
豪

漕
年
か
迎
 

し
て
も
、動
労
青
少年
熟
Hの
重
嬰
 
四
月
に
は
郡の
北
端
小
泊
村に
も
分
 ー
ジ
ン
『
引
”
引
郵
繋
か
ど
和
 

m瓢
加
醜
難
薪
鉛
れ
響
難
耗
銀
勲
難

社
柔
流
瑠
舞
鍵
携
期
 

1
‘
プ
ノ
叫
‘．
ー
・『
‘7
7
 
i
 
l
r
i
i
、く
ーー
 
ノJ
一
‘l
FZ
/1“
 
箱
し
て
や
ま
な
い
び
舞
であ
る
‘
 

こ
の
ふ
つ
な
観
点
に
立
つ
て
、
国
 

背
年
の
教
青
振
興
を
目的と
し
て
、
 せ
て
、五
百
余
名
の
郡
北
動
労学
徒
 

世
論
を
結
集
し
、昨
年
八月
第
土
ハ
 が
産
菜
の
開発
と
、
民
度
の
向
上
を
 

国
会
に
お
いて
孤
尋
学
校の
足
時
制
 
目
指
し
て
新
し
い
、国
づ
K
り
の
セ
 

分
と
して
、
保
青
所
に
寄
照
、子
供
や
保
母
さ
ん
か
ら喜
ば
れ
て
い
る
。
 

と
 決

的
措
曜
が講
ぜ
ら
れ
る
よう
に
な
 に
い
そ
し
ん
で
いる
姿
は
，
真
に
雄

つ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
心
強
い限
り
 
雄
し
いこ
と
と
いわ
恕
」
な
らな
い

で
あ
る
。
 

か
く
郡
北
地
帯に
両
分
校が
相
つ
い

幸
い
本
校
は
地
域
社会
の
深
い理
解
 
叫
般立
さ
れ
、
こ
れ
に
よつ
系
化
来

と
、
絶
大
な
る
御
又
援
に
よ
り
昨
年
 
の六
カ
町村
の
学
慧
合
が
さ
ら
に

四
月
に
は
相
内
分
校
、さ
ら
に
今
春
 
八カ
町
村と
い
っ
全国
に
その
類
を
 

ク
 
見
な
い
ーつ
の
モ
デ
ル
・
ケ1
ス
と
 

、
 

L

ユ
 
し

て
の
学
慧
合
が
醜
生
し
、交
字

も
 
‘
 

《
器
か
 
通
り
五
所
川
原
以
北小
泊
に
至
る
五
 

姉
篇
 

‘
，
 

一
ー
一
 
十
キ
た
及
ぶ
広
大
総

北
学
園
と
し
 

、
‘
 
そ
」
」
 

て
の
、
一
大
致
育
基
盤
が確
立
され
 

α
巨
週
をお
ブ
そ
と目
一cI
一
ー
 」叫
 
！
 

x
カ
ノ
 
、
ー
 

上
各
般
の施
策
を
考究
し
、以
て
地
 

(

‘
 
立
千
人
 

廿
独

・
一
 

‘
 
一

・
一
 
、
・
ノ
 

慶
の
至り
で
あ
る
。
 

、
（
ー
 
リ
 
／

し
 

次
に
関係
各
方面
の
特
別
の御
尽
力
 

て
ー

ず
 
【
『
つ
 

・
《
 
一
麟
●
難
醗
柵
舞
」
騒」
 長
 

津
，

て
万

髪
綴
喉
兄
論
同
 

」
熱
灘
鵬
驚‘
、
（
神
口
界
苑
を
中
心
に
開
か
れ
た
全
国
栂

独
麟
）敏
義
難蕊
謝
 年
大
会に
駒
を
進め
、
善
戦
し
た
が
、
 

通
り
五
所
川
原
以
北小
泊
に
至
る
五
 

立
つ
、働
く
青
少
年
の
業
に
応
え
 

え
、
各
位
の御
厚
意
か
」深
謝
す
ると
 

>
 

谷 校 長 中
 

に
や
り
易
く
、
そ
し
て
普
労
の
しが

い
も
あ
る
の
で
す
。
将
来
も
子
供
の

た
め
に
、
会
員
全
具
で
一
致
協
力
遇

進
す
る
覚
悟
で
す
。
協
力
を
惜
しま

な
い
、町
の
皆
棟
万
に
は
た
だた
に

厚
く
御
礼
を申
上
げ
る
の
み
で
す
。
 

と
譜
つ
てい
た
。
 

す
。
わ
か
孟
か
一
？
 

'
7
」I
刀
F
七
 

い
じ
め
も
あ
ま
す
a
 

か
ら
非
常
工
が
ま
叱

た
た
めに
、ー
オ
の
中

な
ら
な
い
声
」
醗
す
」
 

う
と
ま
り
に
か
な
ハ

い
じ
め
る
レ」
り
二
に

い
ま
す
。
つ
り
自
」
 

片
輪

の
父
に
手
助
け
 

麗
恥
郡
民

生
委
員
大
会
で
表
彰

際
嘆
播
魂
横
弟
妹湾
に
一J
金
木
青年
団
、
晴
 

純
真
そ
のも
の
、学
桜
亡
は
学
業は
も

学
校
の
五年
生
中
谷勲
ょ
）
君は
、
去
 

る
八
月
十
八
日
第
七回
北
津
慨郡
民
生
 

ち
ろ
ん
運
助の
成
組
も
優
秀
な
川
倉
小
 

（
児童
）
委
」
大
会
（ム
覇
嘉溜
小
学
 
の
郡下

演
劇
コ
ンク
1
ル
輩

川
小
学
 

校
講
堂で
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
金
木
省
 

チ
る
九
月
二
十七
H
中
川
青
年
団
主
催
 

年
団
で
は
金
木音
餓
の
紹
介
か
が
ね
、
 

着

で
「
小
学
生
一
唇の
う
ちに
迅
ぱ

れ
、
善
行
児
童と
し
て
大
会
長か
ら
表

彫
cれ
た
。
 

一
う人
に
と
つ
て
 
な
か

・

一
こ
と
で
あ
る
ー
 いう
の
」
 

一人
か
現
存
何
」f一一
元
、何
一
 

舞
織
』
 

一
追
億
、同
滑
、
一
皿
、恐
吐
 

「
もの
が
販
g
一
」尻
て
、
 

一
前
に
対
す
る
（
 ）
行為
め

も
た
せ
る
自
母
ニ
若
の
叫

で
あ
る
。
 

暗
い
影
の
漂
う
イ

ダ
コ

」
 
力
強
く
樹
示
ー
一

、れ
る
者
 

ま
た
一
方
、
一
「
、
（
は
夫
州

た
時
の
よ
う
」
”一
』
の
す
血
 

な
せ
農
村
婦

人
は
信
仰
す
る
 
な
い
の
で
、
、（
 
市り
場
か
 

神
的
不
安
か
ら
、‘め
て
ィ
 

何
万
と
も
しれ
な
い人
田
の
川
倉の
繁
 
て
ゆく
乞
食
風
の人
々
、
き
た
な
く
汚
 た
w
入
た
ちが
、
互
い
に
語
り
、
夜
か
」
して
、
生
前
の
「
）揖
示
か

の
澱

の
地
鷲
の
お
祭
は
、
頭
か
ら
 れ
た
経箱
を
側
に
、網
罵
ら
し
て
祭
 
徹し
i
J晒え

堪
て
は
鷺

て
共
粉
 
す
る
他
力
的
か
胃
も
あ
ス

足
の
先
ま
で
真白
に
な
るほ
こ
り
で
、
 文
を
語
つて
い
るc
れ
ら
の
さ
ま
”ま
 
す
勾
こ
れ
b
の
婦
人
た
ち
に
と
ク
て
は
 
る
u
こ
の
よ
う
」
タ
コ
の

ほ
こ
り
の
渦は
時
岱
ら
し
い
舞
、
 

よ
、
半
生
田
近●
魯
の
私
の
思
い蟻
」
全

ノ
白
史．
解放
さ
奥
レ

ク
リ
エ
ー
 
ると
、
妥

コ
土
ん
な
加

雑
踏
の
中
に
s
s
し
れ
ぬ
津
軽
的哀
愁
 よ

み
が
K
ら
せ
て
く
れ
たo
 
 
シ
ョ

ン
の白
で
も
ある
。
 

土
滅
D
社
議
」

」見
田
す

徴
じ
め
さ
か
極
キ
送
ん
で
漂
つ

て
い
 編
に
震
、
オ
ガ
サマ
た
？
っが
、そ
れ
一
嘱
携
嘆
が
、
あ
土
おに
も
素朴
 来
る
。こ
れ
を
誉に
い
う
 

本
堂
ゃ
、競

に
立
ち並
ぷ
地蔵
ま
 
こ
菱

履
し
桑
し
む
この
祭
は
、
（
愛か
旬記

を

い
る
の
山、
）
」
ゾ
誌
（
（
幻
紀
負
篇

こ
、
貧
商
から
司
子を
販
り
男
し
て
共
 
祇個
心
、仏
参
り
を
口
央
に
、速
い
と
 
か
に
興
康で
あ
る
が
、二
D
聾
蔵
乞
さ
一
42
軸
可
・
に
』
・E
い
E
l
、
 

え
た
り
、砂
糖
のか
か
つ
た
ビス
ケ
ツ
 
こ
ろJ
s
と
わ
な
いで
や
つ
て
来
る農
 
らに
あ
お
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
の
が
一奇
ち
、そ
の
を

一昌
て
h
 

「
」群
醜
「
疑
離
羅鰐
麟
鯵
鈴
醜
難
貸

製
舞
『籍

範
疑
 

h
g
."
"
‘
ー
ー
《
【
 

“
n
り
り
誉尋‘
り
i
ー
一

”
”
"
""
 

一
で力
らで
k

の
で
、蚊
に
大
変
食
わ
ーカ
オ
ペ
ラ
ま
マ
た
ス
D
甘
 

一舞
に
灘
麟
舞（ぺ
移鯛
鶏
 

整

六
時
半
こ
ろか
り
八
時
、九
時
ま
 

一
 
］
ラ
『
ー
ノ
 こ
ノ
、

z
 
j
／
 
ノ
 
「
じ

け
フ
るさ
く
、プ
お後
は
うる
さ
く
二
で
て
ョ
音．
綱
q
ダ
に
一

世
帯主
秋
元佐
太
郎
（
三
，
）
を
は
じめ
一
一与
濃
て
ド
 
と

γ
差
る
と
と
がで
」
ませ
ん
りプ
胃

所
診
欝
、

』会
、
一
 

一
は
ベ
ラビ
ス
タ
、
力
力
オ
ペ
ノ
、ア
グ
ー
も
通
つ
て
い
ま
す
一二
費

《
 

（
ぎ
の
よ
つ
な便
り
が
あ
つ
た
」
 な
つ
》‘
毎
臼
マ
ツ
ト
（
原
鷺
一
こ
一
，
穿
誘
ら

当
地
ー
ベ
ラピ
ス
タ
）
一
ぶ
み
誓
夏

I
ら
行
加

寄

は
稲
刈
り
が
始
り
、
こ
多
忙
の
一
 山切
りを
し
て
お
りは
す
ン

！
 
ー
蓮
は

発
髪

船
で
六

ー
七
時
農

か
一
績
り
ま
せ
桓
了

レJ
J存
陰
す
〕
私
i

劃
精
w
来
 
当
地
ベ
ー
フ
ビ
ス

タ
に
繭
いた
切
は
七
月
ー
カ
ノ
 コ
ロ
「ヤ
の
船
窒

瑚
的
に
マ
ー本
爵
ん
は
ト
ヲ
ツ
乞
白
、ブ

奏
貨
に
て
、

赤
道
直手
、真
黒
に
』
寸
七
H
午
後
七
讐
」
ろ
で太阻
か
糾
声
ナ
丈
間
を
仕
」賀
し
て
お
り
ま
・フ
コ
カ
ー
γ

ミ
、
響
」
合

が
あ
 

ー
 

 
ー
 ー

 
ー
 
 

ー

‘ー
 

‘
ー

・ー
  

ー

・ー
 

 
ー

ー
 

r
 

 

．自
動
給
水
器
も
完
備
 

競
細
「母
の
会
」
と町
民
の
贈
物
 

昭
和
二
十
七
年
保
青
所
を
開
殿
し
て
以
来
、今
年
で
三年
目
に
な
る
が
、保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
ー
 
さん
の
保
題
者
で
もつ
一
 
織
し
て
い
る
『
金木

町
保
脊
所
母
の会
』
では
町
の皆
駅
に
協
力
願
つ
て
、
毎
年
の
よう
に
震
さ
ん
逮
のた
め
に
と
、
絵
本
や
遊具
を
寄
付
し
、町
当
局
や
保
青
所
側
を
い
た
ぐ

感
激
さ
せ
て
い
る
。し
か
し
今
年
新
築
した
保
膏所
が
、
町
財
政
上
、般
備
の
点
で
震
途
に
潤
足を
与
え
ら
れ
な
いの
を
み
て
、表

は
水
と
砂さ
え
あれ

ば
、
夏
の
遊
びに
事
欠
か
な
い
だる
ふ
ら
『
せ
め
系

春
で

早

分
に
え
ま
，

こ

と
、
安
田
百
合一
 
長は
じ
め
各
町内
の
費
が

発
起
人
と
な

つ
て
会
員
に
呼
嘉
け
、

一
般
の
万
A
に
も
協力
を
依
頼
し
、七
万
一
千
五
頁
一
十
円
の
簿

を
仰
ぎ
、、
フ
ち六万
円
を
自
助
葉

器
、
一
万
円
を
プー
ル
の
 

勝
し
た
当
町連
合
青
年
団
栄
利
貞
広
、
 

松
江
良
子
、西
沢
し
げ
子
、
田
中
み
さ
 

子
の
四選
手
は
去
る
四日
か
ら墓
家
の
 

て
い
ま
す
が
、決
し
て
会
員
の
み
の

た
め
で
な
く
、
最
終
の
口
品」は
、
会

を
通
じ
て
町
全
体
の
ー
 
さん
達
の

幸
福
を
願
一
っの
に
あ
り
ま
す
。
会
員
 

【写
醜
…
寄
付
され
た
プー
ル
】
 

全
国
青
年
大
会
で
惜
敗
 

卓
球
県
代
表
の
金
木
チ

ー
ム
 

去
る
八
月
黒
石
市
で
お
こ
な
わ
れ
た
線
 
二回
戦
で
鹿
児
島
に
4
1
1
で
惜
し
く
一
【写
直
：蚤
回
大
会
に
参
加
し
た
北
郎
 

予
選
に田
場
、卓
球
の
部
で
み
こと
隆
 も
牧
れ
た
ロ
 

ー
チ

ー
A
]
 

s
里
盃α
」
ら翌
子

‘
引
一
】
 
，にコJ
t
一
 

金
木
カ
メ
ラ
ク
 

ラ
ブ
で
写
員
展
 

金
木
カ
メ
ラ
之
フ
プで
は
、
十
一
月三

日
（
文
化
の
日
）に
、
つ
ぎ
の
嬰
領
で
 

『写
》
一
 
』
を
開
く
こ
と
に
なり
、
一

般
の
方に
も
多
数
出品
さ
れ
る
よ
う
象

ん
で
い
る
。
応
慕
規
足
は
つ
vあ
と
お
 

り
o
 

"
 

大
き
（
丁“◇
a
四
ツ
切
以
上
、一
般
八
 

ー
一
・
）
‘
一

・ン
1・
ーハ
 

来
貝
百

の
叉
化
の
日
議

心
に
和
の
 

せ
ん
よ
』
と
いつ
て
、た
だ
、い
い

き
か
せ
る
こと
ば
かり
し
て
い
る
お

母
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。
 

4
っ
い
い
ます
と
、
エ
右」
もは
ち
よ

つ
と
は
聞
く
か
も
しれ
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
大
抵
のぱ
あ
いに
、
い
い
き

か
せ
た
だけ
で
は
、
こ
と
は
す
み
ま

せ
ん
。す
ぐ
に
ー
 
がで
プ
き
ま
す
 ー

ゲ
を叱
蛾
と
ナ
ぐ
李
（
 

ー
イ
ダ
コ
の
物
m
」
W

、
一
 

」
仰

、
 一
 

プ
ぎ
て
 

」
君
り
が
 

「一の
る
が

、
 

一
中年
婦
入
が

、
つ
して
 

ー
ず
るの
で
あ
り
か
。
イ

一
人の
霊
を
降
〕
買
う
こ

一
の
慰め
で
あ
”
ソか
、回
 

本
年
五
月三
軒
町の
気
仙
一
家
が
プ
ラー
ル
で
あ
るので
非
常
に
喜
んで
い
た
」ー
 

ジ
ル
移
民
第
一陣
と
し
て
渡
航
した
が
一
渡伯
し
た
秋
元
さん
の
家
族は
 
一
 

秋
元
さ
ん

一
家
ブ
ラ
ジ
ル
へ
 

妻
ミセ
さん
（邑
長
男
貞契
（
‘
￥
二の各
君
で
あ
る
。
 

コ
呈
ヤ
柳
曇

え
劣

1
ル
『謡

m
剃

一そ
、
襲

雄
ミ
ピ
き
し
ヘー
ー
シ
蛇
月
喫
過へ
ご
マ
二
ー
の
各
蹴
で
あ
る
。
 
 

1
1
二
・
 
、tl
l一
」
一
と
《
．・
‘
 
』
呂
〕
●
斤
“

・
ー
 
？
「”
、ー
・
 

・

「
・
ー
ー
ノ
 

あ
シ
ませ
んか
，
整
を
つ
ら
ど
ーよ
一
，
王月
 
卿
ュ某
郵
胡
ユ
］
 

で
は
う
るさ
く
、プ
お
熱
象
勲

み
の
で
需

事
称
の外
に
一

あ
シ
ませ
ん
が
、婆
を
加
・
クr郵
一
製
材
所
、
飲
工
幕
鑑
工
】
 

編
計
漕
濠
達
。
欝
編
“響
騒
柳
 

さ
に
ま
ず
閉
ロ
 

に
、
す
ふ
寸
，
m
は
ロ
 

一
詔鰐
蘇
が
翻
男
難
穀
難
霧
 

気
 

ー
、
‘
 
 

'
 
'
 
.
 

'
 

‘
ー
 
一
言

ブ
．
一4
脱
、
 

J水
遭
は
あ
り
ま
す
」
望

」
』
 

‘ー
【
 
一
晃

夫

象
族
、
そ
れ
に
私
b
の
ン
萩
 
は
本
那事
欝

か
約
五
首浜
 

山

さ
ん

つ
ブ

ー
フ
ジ
ル
侯
り
 

一
繊一
准
サ
m
家
繁
入植
して
お
ム‘
離れ
てい
ま
せ
ん
「
電煙
 

《
4

，
」
 
、
 

 
ノ

f'
 ／。
v
 
 
》
 
ノ
 

．
 
．
 

、
 
，
 

ノ
 
ー

ー
 

ー
  ま
す，

 

（

中
略
、
 

く
‘
七

・

ン
 
；・
 
」
 

●

F
 

ブ
ラ
ジ
ル
移民
の
念
朗
田
い
、今
春

五
月
七
日金
木
駅
を出
発
し
た
黛
仙

一郎
さ
ん
一
家か
ら
、三
軒
町
の実

家
豊
太
郎
さ
ん宛
に
、
一元
網
一
ば
い
 

.
 

ツ
切
以
上
。
 

出
品
点
数l
会
賦
三
点
以
上
、一
船
制

限
し
な
い
。
 

臨
I
自
由
で
あ
る
が
、会
員
は
金
木町

か
題
材
と
し
た
も
のを
必
ず
一点
田
品

の
こ
と
。
 

踊
切
】
】
十
月
三
十
一日
。
 

申
込
堵
所
廿金
木
カ
メ
ラ
ク
ラ
プ
（
白

常
カ
メ
ラ
材
料
店内
）
 

モ
の
他
I
白
花
晶
を
一般
に
紹介
す
る

こ
と
を
主に
す
る
た
め
、
響
査
は
し
な

い
。
し
た
が
つ
て
轡
叩
した
写
真は
全

部
陳
列
す
る
。
 
、
 

な
お
田
品
者
に
は
全
風に
記
念品
か
」差

上
げ
る
。
 

に
上
り
、
独
立
校舎
新
築
和
ユ
を機

と
し
、本
校
の押
つ
使
命に
思
い
を

致
し
、い
よ
いよ
致
育
内
容
の充
実

を
期
す
る
と
と
もに
、
こ
れ
が
運
営
 

こ
ん
ど
は
蒔
田の
秋
元
佐
太
郎
さん
一

家
が
気
仙
さ
ん
の
後
を
追つ
て
玉
る
九

月
十
一
日
金
木
駅
か
田
発
し
た
。
 

秋
元
さ
ん
は
戦
時
中
開
拓
団
員
と
し
て

醒
満
し
、敗
戦
で
故郷
に
帰
つ
た
の
で

あ
る
が
、ブ
ラ
ジ
ル
移
民
が再
開
され

た
と
い
う
こ
と
か
」
き
い
て
、勇
躍
参
加

生
志
望
し
、難
し
い
移
民
審査
に
見
事

合
格
した
も
の
。
移
民
地
は
気
佃さ
ん

一
家
と
同
じ
アマ
ゾナ
州
マ
ナ
カ
プ1
 

金
木
高
等
学校
長
 

中
谷
洲
男
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り
上
、
一
鶴
 
～
 

問
 
鍛
の
子ど
も
は
気
に
合
 

一
 
《
 
な

レ
こ乏
万
唐
ほ
と
 す
く
に
また

蚕
倒
は
金
木町
 

、
 り
敗
り
L
託
鵬
静し
ま
すo
可
か
ン
》
 

峯
一

点
田
品
 
～
 い
う
と
、よ
そ
の
小
き
お
雪

ん
 

・

叫
 
レ
 

せ
んよ
」
と
い
つ
て
、
た
だ
、い
い

き
か
せ
る
こと
ば
か
り
して
いる
お

母
さ
ん
があ
の
景す
c
 

こ
フ
い
いま
す
と
、
8f
と
も
は
ち
よ

つ
と
は
聞く
か
も
しれ
ま
せ
んー
 

し
か
し
大
抵
のば
あ
い
に
、
い
いき

か
せ
た
だけ
で
は
、
こ
と
は
す
み
ま

せ
ん
。す
ぐ
に
●
暴
がで
て
き
ます
 す

。
わ
が
まよ
か
ら
く
る
乱
暴や
人

い
じめ
も
あ
り
ま
すo
小
各
い
と
き

か
ら
非常
に
わ
が
ま
まに
ー
 ら
れ

た
た
め
に
、自
分
の
思う
と
おり
に

な
ら
な
いと
乱
暴
する
。
鼻
け
のい

う
と
おり
に
助か
な
いと
、独
ヂ
を

い
じめ
ると
いラ
た
ちの
f
ど
も
が

い
ま
す
。つ
まり
自
・勿
の
気
も
ちを
 

…
一
 

A
金
木
高等
学
校
生徒
A
薪
聞
部
では

東
奥
日
報主
催
の第
七
回
学
校
新
聞
展

に
田
品
した
と
ころ
、議
下
十
農
参

加
の
中か
らみ
C
と
「優
秀
」
の成
組

か
得
て
、過
日
賞
状
、欝

金
並
に
教

青
長
質か
授
与
さ
れ
た
。
 

A
九
月
二
十
六日
五所
川
原
小
学
校
で

お
こ
な
わ発
都
下
謄
上
揮
竜に
金
木J

 

小
学
馨
参
加
し
た
が
多
散Q
K
賞
縄

が
あ
つ
た
。
 

△
騒
 
（
四
年
）
鰐
田
道
子
（
一

年
）松
山
や
すこ
 

△
準
黒
 
（
五年
）
鳴
海滑
子
（
 

四
年
）
川
口裕
子
 

A
県
下学
童お
話
大
会
は
去
る
八日
青

森
県
立
中
央図
審
館
ホ1
ル
で
お
こ
な

わ
れ
た
が
、金
小三
年
千
葉
敦
子
さ
ん
 

（
北
郡代
衷
）
は
襲
一
征に
入
賞
した
 

太

宰
治
の
肖

像
 

金
高
鳴
海先
生
も執
編

わ
が
金
木町
の
生ん
だ
か
。
弾
太
宰
治
の

赤
裸
A
な
姿
や
、彼
の
苦
悩
、思
想
な

ど
を
、多
く
の
知
人
め友
人
に
よ
つ
て

昭
ら
れ
て
いる
『
太
宰
治
の
肯
像
』
 
（
 

  

だ
と
い一n
U
と
を
知
らな
い
か
、あ
そ
一

い
は
理解
で
き
な
い
か
に
原
因
す
る
。
 

先
に
述
べ
た
啓頭
宣
伝
の
疎か
に
すべ

か
ら
ざ
る所
以
で
あ
る
。
 

独
立
の
建
物
は
不
要

た
だ
最
後に
、必
ず
し
も
「
独
立
の
建

物
」
を
必嬰
と
しな
いの
だ
か
ら
、そ

の
機
能
に
応
じ
た
象
用
の
公
民館
タ
設

け
、
こ
の
活
動
の
拠
り
処
と
す
る
こと

及
バ墨
仁
しこ
の運
副
を
認
識
し
，
今
後

ま
す
ま
す推
進
する
熱
意
を
有
する
な

ら
ば
、
多
少
の予
算
を割
いて
、
職
）
 

は
必
ず
専
任
と
し
、
専
心
職務
に
往
事

さ
す
べ
き
であ
る
と
思
われ
る
。こ
れ

が
討
餓
に参
加
した
私
の
感想
で
あ
る
 

（
金
高
教旅
 
鳴
海
和
天
）
 

  

 

学 

 

校
だ
よ
り
 

 

 

  

撒
書
」「
「
 
 
一
“
 
 

、
』
廿
．
ニ三
十
円
）に
、
 

一
 
、
 
を
い

じ
め
る
の
で
、近
所
のお
讐
 

一
‘
 

一
 
）
 心
昌
三恒
暗
 ん
方か
ら
、も
ち
よ
い
 

ー
ラク
ラ
プ
（旦
 

）
 
一
豊
）
 ち
よ
い
交
旬
をs
Q
れ
 

)
 ”
馴

”
 
て困
り
ます
。ど
フ
い

般
に
紹
介
する
 

「
 
」旧
「
 
う
ふ
・
フに
導
い
た
らよ

一
、密
査
は
しな
 

（
 
画旨
●
”
 
ろ
しい
ので
しよ
う
か
 

一
 ,

J
  

「
 な
た
は
暴
し
履
だ
め
よ
』
象

し
 

（
 
『よ
そ
の
看
い
じめ
涯
い
け
ま
 

で
表
彰
 
か

I三
三ど
、
く
‘三
I
，
了
三i
 

＋和
田
音
頭
と
一雁
目
ク
語
加さ
せ
た
一

山
、
驚
 

一
川
助
者は
男
女
、石
せ
て
十四
名
で
、
一
 

」
・ニ

ノ
ー
孔
 
に
嗣
っ
カ
J
；
・
ノ
努フ
声
義
与
 

川
脊
r

・団
主
催
 
され
た
。
 

ル
が
中川
小
学
 

些
一
陣
 

ブ

ラ
ジ
ル
へ
 

）
した
写
翼は
全
 
（
 
画」
」
n

”
 「
穿
一
L
島
や
、ハ
 

蒲
襲
無
「』
 

〕
 
何で
し
吉
。

ど
フ
身
ち
の
子は
 

)
  
‘
婆
で
こ
ま
る
。よ
そ
の
子を
い
じ
 

）
 め
て
こ
まる
。
と
いう
と
きに
「
あ
 

一
でカ
ら
で
し
た
ので
、蚊
に
大
変
食
わ
 

」h
き
亮
 
そ
れ
で
も
皆
貢

で
十
時

こ
ろ
まで
に
宿
倉

傷
を
ト
ラ
ツク

逼
巻
、

食
半
もせ
ず
寝
ま
し
た
o
 

蚊
は
六
肥
半
こ
ろか
一尺
時
、
九
時
ま
 

え
が町
て
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
 

製
作
過
程
、電
昇診
サ
真
な
ど
実物
を
揃
 

で
は
う
る
さ
く
、
そ
の
秋
は
う
るさ
く
 

し
、人
い
じめ

が
）特
レま
り
ま

す
。
 

い
い喜ふ
せ
る
と
いう
こ
と
は
、た

だ
こ
と
の
表
面
だ
け
を
な
でて
いる

か
ら
な
の
で
す
。●
襲
や人
いじ
め

を
）暑
る
よ
う
に
す
る
も
の
は
伺
か
 

手
に

負
え
ぬ

イ
タ
ス

ラ
 

親
や
まわ
り
の
人
か
『子
ど
もの
こ
 る
と
、仲
恩
ず

れ
に
さ
れ
ま
すか
 
めに
、自
分
と
い
ら一
畠
を思
・
フぞ
 か
Q
s
が
つ
て
や
り
まま

う
o
愛
 
「
 

機
嫌
ば
かり
と
り
、甘
や
か
して
胃
 
ら
、
そ
う
い
つた
こ
を
だ
ん
だん
 
ん
ぶん
ひろ
げ
た
い気
も
ちが
潤
た
 情
え
の
飢
え
が雪

も
に
感
g

れ
 
（
 

て
て
きた
か
らこ
そ
、そ
う
な
つ
た
 
に
しな
く
な
り
ま
す
。学
撃
活
で
 
され
な
いで
、そ
ソ
な
る
のです
。
 な
いよ
う
に
す
る
こと
が
大
切
で
す
 
（
 

の
で
す
‘
 

4
フ
い
つた
」戸
」
もを
直
すに
は
、
 

ま
だ
小
さ
いう
ち
な
ら
、一
 
した

り
いじ
め
た
り
した
ら
全
然
と
り
あ

わ
ず
、相
手
に
な
らな
いで
放
つて

お
き
ま
レよ
っ
。そ
う
す
る
と
、乱

暴
が
役
に
た
た
な
いこ
と
がわ
か
つ

で
し
な
く
な
り
ま
す
。ま
わ
り
の
も

の
が
大
さ
わ
ぎ

ズ

ラ
 

し
た
か
ら
・よ

け
い
に
そ・
フな

以
上
の幼
児
で

だ
すの
も
い
い
 

保
胃
所
と
い』
フ
策
団
生
活
の
中で
は

乱
暴
した
り
、人
い
じめ
した
り
す
 

逮
は
日
曜
日
謙

は
毎
日
トラ
ツ
ク
で
 林
を
切
ら
せ
て
い
よ
すo再
生
抹
と
も
 

ロ
ツ
テ
に
行
つ
てお
り
ま
す
。ロ
ツ
テ
 合
せ
て
四町
歩
繊
り
拓
き
た
い
と
考
 

お
さ
えつ
け
ら
れ
て
ぱか
り
いる
た
，
お
シ
気
持
を
孝
を

割
己
 

「
襲話
騒
難鶴
「
 

そ
こに
は
健
全！
も
のが
後
を
た
つて

無
知
と
そ
の
後
」よ
こ
れ
た
因習
が
、
 

奴
れ
い的
家
族
（崖
の
生
ん
だ奇
型
児

標
本
の
よ
フ
に
陳列
さ
れ
て
いる
と
同

じ
で
あ
る
と
い
つて
も
過
言
で
な
い程

の
み
じ
め
さ
で
あ
る
。
 

親
が
、
子
ど
もの
愛
情
を
も
と
め
る

気
も
ちに
十
分
こた
え
な
いば
あ
い

に
も
、乱
暴
や人
い
じ
め
が
田て
く

る
こ
と
があ
り
ます
。自
分
が
ちつ

と
もか
ま
つ
て
も
らえ
な
い
。自
分

は
か
わ
い
が
られ
て
いな
い
と
いう

気
に
なる
と
、
こ
れ
が爆
発
して
乱

暴
に
な
り
、人
い
じ
め
に
な
る
の
で

す
。
こ
の
、な
にか
渦
た
さ
れな
い

も
の
があ
る
と
い・
フ
こン
矛
、困
つ

た
行
動の
原
因
に
な
つ
て
いる
こ
と

も
多
いも
の
で
す
。
だ
か
ち
澗
た
さ

れ
な
いも
の
を
濡
た
して
やれ
ば
乱

曇
や人
い
じ
め
は
な
くな
り
ます
。
 

「
害
と
も
が
、自
分
は
お
父
さん
やお

母
さ
ん
か
ら
、愛
さ
れ
て
いる
の
だ
 

請
を
し
て
、犬
の
鑑
札
を貰
い
「そ
に
  か
。
こ
れ
に対
し

鑑
札
を
K
Q
顎
輸
」
つ
け
て
お
く
こと
 ィ
、集

、
宣
伝
を
な
すこ
と。
風
来

に
な
つ
てい
る
。
そ
の
登
録
し
た
犬
 る
だけ
機会
を
と
らえ
て
還助
を
な
し

は
、
法
借

ょ
っ
て
保
護
を受
け
られ
 地
域
の人
女
を簾

し
、
こ
の
遇
勘
に

る
よ
フ
に
な
る
が

、
町
讐
課
で
は
豊
 
対
す
る
議

を
高
め
、こ
れ
が
ま
た
次

銀
し
な
s
K
や
鑑
札
をつ
け
な
い犬
は
  
の
括
助
の
推
燭
力
と
な
書
フ
に
つ
と
 

上
の犬
を
飼
っ不
る

人
は
、
豊
録申
 

で
I
そ
つ
・策
は
、
ど
・
フ
発
皇
い
 

ず
閉
ロ
 

て
フ
ラ
ジ
ル
便
り
 

（
ア
フ
リア
の
三
カ
所
で
、私
ど
し
よ
り
 

ーカ
H
削
に
十
家族
、
背

胃

・
」
つ
 

い
た
十袋

族
、
ニ
」れ
に
私
らの
斎
 

一
族
、壁
一
千五
家
繁
入

植
し
（
点背
 

一
ま
r
‘
 
 
、
 

あ
 
そ
の奥
に
あ
る
原
因
は
何
かと
いう
 

か
 
こと
タ考
え
、そ
の
方途
をた
て
る
 

ま
 こ
と
が
、も
つ
と
根
本
問鵬
な
ので
 

一
三
二
F

・」
二
」
一
了
ご
一
ニ
ニ
了
ニ
ニ
ニF
一
三
二
ご
…
一
七
「
ご
三
二
，
ニ
了
」
三
 

総
会
発
表会
を
行
う
が
、聞
校新
聞
部

で
は
コ
ン
ク1
ル
え
賞
を
記
念
じて
新
 

繊

製

金
高
で
新
聞
展

金
高
で
は
」
『
の
で
社
会
科

の
勉
強に
役立
つ
だ
 

弊

嘉

ね
、
 来
月
「
百
の
叉
化
の
日
を
中心
に
勢
 

一
 ×「．

司
7“
フ
、ー
コ
」
」d。
「1
7
 
,
,
t「I、
 

！
 
、！
】・
●
フ（
‘
ト‘
、
 ●
ト
。
●
』
。
，
玉！
、《」
 
“，

rr
／レ

I(
,
J
オ
「ノ
司
ノ
‘
．
山
I山
‘，
ー
‘
』山
Z
《
一
 

‘
ー
 

ー
 

，
 

、
4
、
」
●
”り
月
、
 
●

一F
5
、
一
●
●
ー
工
十、J
 

‘
一・
一
？
「
・
り・
J
。

・
！
、‘
？
へJ
ト
‘
、
ー
 
レ
）
一
 
“
 

一
、ド

E
』
 
『1
壬

E
』
 
‘
．ヲ
十一r
"‘
ト
‘
 

ー
 
‘
 

、
、
、一一
‘
・
？
、

h、
、
ノ《
西『J
二
二
．
、
エ・
、
一1
 

ん
が
現
荷
舞
え
、勧
乞

い
る
「
」呈
灘
人

会
ゆ
湧
虜
金
八
万

か
、
死
霊に
対
す
る恐
怖
と
、
死
者
が
 
余
円
、
衣
製
十
八点
が
讐
つ
た
。
 

紹
で
あ
る場
台は
、そ
れ
に
対
す
る
 
洞爺
丸

犠
牲
者

に

あ
われ
み
な
ど
、
そ
の
死
者に
対
す
る
 
l
J
土
、
、二
 《
・

一
浪
一
、同
情
、悔
恨
、恐
怖
と
いつ
た
 
一F
E
加
“z
、一7
”
 

一も
の
が
取り
ま
ぜ
ラれ
て
、死
者
の
生
 
田

N
一
】，
1

，
事

一司
二
寸r
ら
？
ナ2
丁
‘つ
昏当
主
己
 
青的
巡
絡
船詞
爺
丸
の転
機
を
始
め
、
 

も
た
せ
る自
慰
的
奮

の
で
あ
る
よ
う
 
漁
船
そ
の
他
に
多

大
の損
書
を
与
元
た

で
あ
る
ロ
 

台
風
十
五号
の撫
牲
者
に対
し
、弔
慰

土是
一
方
、未
亡人
は
夫
が
生き
て
い
 
金か
贈
るべ
く
町
当
局
で
は
次
の
嬰
領

た
時
の
よう
に
生
活
の
すみず
み
ま
で
 
で
職
損
金
を
募
る
こと
に
な
つた
。何

力
強
捨
示
し
て
く
れ
る者
が
現
在い
 
分
の
こ
協力
を
肌
いた
い
。
 

な
いQ
p
、
心
の
寄り
場
を失
つた
精
一
、
募
金
名
肇
洞
賓
及
g

繊

静
不
安
か
ら
、せ
め
てイ
ダ
コ
を
通
 
牲
者
弔
繁
し
 

し
て
、生
前
の夫
の
摺ホ
蘭
こ
う
と
 
二
、募
金額
I
制
隈
しな
い
が
、弔
慰

す
る
他
力
的
な偶
書
る
よ

う
で
あ
 
金
の胎
皇対
象
は
県
内
犠
牲
者と
す

る
。
こ
のよ
う
に
イ
ダ
コ
の存
在
を
見
 
る
。
 

「
ると
、
イ
ダ
コ
の盛
ん
な
地
をは
、
 三
、
募
金
方
挙
各
地城
の
民
生
姿
員
 

］
夫
重D
社
会
環
塊を
見
山
すこ
と
が
出
 
を
通
じ
、役
場
民
生係
ま
で
届
け
ら

一
来
る
。こ
れ
か
」
単
臨
に
g

Jな
ら
よ
、
 
れ
た
い
。
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士
（
 
日
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ー
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t
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一
、
 
肩
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ー
ー
 

『
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'

.
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．?．
」
一
こク
ー《
一二
とソ
づt
伯
．
」
」
普
て
 伯
 
ー，
,
,l
t
  
一二
？
J
I
：
ー
 

～
 
●1
一

他
は
マ
ツ
ト
（原
始
林
）に
な
つ
て
お
ーみ
易
い処
で
すo
尭
年に
な
つ
た
らパ
 
は
、各
町
村と
も
至つ
て
モ
の
葡
は
 『
 
朴
什
 

他
は
マ
ツ
ト（原
始
林
）に
な
つ
て
お
ーみ
易
い処
で
すo
尭
年に
な
つ
た
らパ
 
は
、各
町
村と
も
至つ
て
モ
の奮
は
 
『
 
皿杜
 

、
 
ら
 
募
 
木
 

討
一
 

・

ー
 

ー

・
ー
 

に
べ
昌

ス
タ
、カ
R
k
ベ
フ
、多
 
憲

つ
て
いま
す
が
、費

や
査
を
 
m
切
り
k

と
こ
一
象
二
町
歩
近
く
で
ー
この
ベ
ラビ
ス
タ
も
住め
嬬
で
、
住
 
s
Q
れ
る
板
柳
、五
所
川原
か廉
て

ー
 
し
 
川

“コ
 

3
1
 

遥
 

か
「
 

一繊
『
籍
騒
襲

」
発
い
」
編
繕
鱒

譲
輝
欝

加
鷺
語
一
八
 
る
 

和月1 日から31日まで 

の
祭
り
に
限つ
た
こ
と
では
なく
、
農

村
中
年
婦
人の
多く
壊
る祭
り
に
は
．
 

イ
ダ
コ
の熱
ると
こ
ろに
は
、何
か
し
 

ら
暗
い
影
を
映
して
いる
。
 

イ
ダ
コ
は
、晋
森
県
か
革心
と
して
こ
 

の
近県
に
多
いの
であ
る
が
、農
村
の

中
年
婦人
が
、ど
つ
して
イ
ダ
コ
を
信

一ず
る
の
であ
ろう
か
。イ
ダ
コ
に
逝き

一人
の
霊
を
降
して
軍
フ
こ
とは
、
ー
ツ
 

ー
の
慰め
で
あ
る
フ
が
、
何
故
にこ
の
慰
 

ーイ
タ
コ
に軌
翻
り
は
，
一
足
の
形
式
が
 

あ
つ
て
、
撃

が
変
つ
て
も
、そ
の
筋
 

寄
き
の
大
本
に
髪
り
が
な
く
・
極
く
 

）以

フ
もの
を
基
闘
と
し
た
奴
れ
い的

封
建
制
家族
社
会
に
生れ
、そ
の
中に

胃
ち
、そ
の
中に
生き
て
い
る
家族
の

一
員と
は
いう
も
の
の
、そ
れ
は
奴
れ

い
で
あ
る
と
い
フ
こ
と
で
あ
る
。
ワ
ン
 

穿
ペ
ラ
は
マ
ナk
K
e
対
岸
で
四
十

分
、
ア
グ
アフ
リ
アは
自
助
軍
で
カ
カ

オ
べ
ー系
ら
四
十分
程
かか
り
ま
す
o
、
 

奮

の
ベ
ラビ
ス
タ
は
本
部が
あ
り
ま

す
ので
本
部事
務所
の
外に
積米
所
、
 

興
材
所
、鉄
工
場
（
績

工
場
）
学
校
 

7
I
  
ー
プ／
'
／
 
、氏
‘
「U
k/
Lー
ノ
 

ーl
r
ー
；に
1
2
+
nt
ー
ノ有t
て
才
‘
 ，
d
一
し
こ
く
1
ノ
！
 
帽
史
に
え
く
 
『
 
‘

ー
I
ー

ー
l
書
こ
く．j
，昌
一
1
「
一1
、止）
ニ
ンそ
グ
ー和
（探
，α
オ
も
鶴
ス
 蚕
民
灘
泥
買4折
α
国
旦‘
」
 
耐
ョ
日
（
 

利
用
し二
る
の
は
ほ
ん
の
一部
分
に
す

窒

せ
ん
私房

入
つ
て
い
る
合宿所

は
本
部事
務所
か
孟
五
百
米
程
し
か

離
れ
て
い
ませ
ん
が
、憾
灯
は
な
く
、
 
 

撤
え
られ
て
処
分
され
る
か
ム〉
、未
登

銀
者
は
至
急申
請
して
下
さ
い
、と
い

つ
て
いる
。
な
お
豊
鋒中
数
料は
三
百

円
で
あ
る
。
 

会
を
得て
、今
ま
で
知
り
得
な
かつ
た

公
氏
館
活
助の
必
嬰
性
と
皿
嬰
性に
つ
 
 

金
木
高
校
教融
鳴
海
和天
氏
が
「
太宰

治
氏
の
憶
いm
』
と
題
して
ク
人
間
太

宰
4
の
ゴシ
ツ
プを
ま
と
め
て執
筆
し

て
いる
が
、一
見を
す
すめ
る
。
 

ー

ー

‘
ー
 

 

・

巳
 
〇
…
「
金
木だ
よ
り
』
も

臭
 
編

築
当
局
が
サ永
つ
た
も
 

繰
農
」
“髪
襲
 

'
（
 
し
ま
いま
し
た
。
次
号
か

ら
は
計
固
通り
発
行
いた
しま
すか
ら

悪
しか
らず
お
許
し下
さ
い
。
 

0
・・
本
号か
ら
は
金
高の
松
江
先
生
が

協
力
下さ
る
こ
と
に
なり
ま
した
。ま

た
町
口
政
面ば
か
り
で
な
く
、町
の
い
 

ろ
ん
な
徴
も
と
り
あ
げ
てみ
た
い
と

考
え
て
いキ
等か
ら
こ
期
待
下
さ
い
。
 

〇
・・
久べ
1
ス
の
関
保
で
、
尾
野
作
次

郎
先
生
や
、大
野
革
平
氏
の
講演
内
容

か
掲
載
で
き
ませ
ん
で
した
が
、次
号

に
は
是
非と
考え
てお
り
ま
す
。
 

(8
・
K
生
）
 

一に
記
念品
か慈
 

  

価
の
川
倉
の
饗
 
て
ゆ
く
乞
食
風
の
人
A
、
き
た
なく
汚

一
泉ま
、
唄
か
ら
ー
れ
た
経
箱
を
側
に
、

節
を
鳴
らし
て
祭

一る
ほ
こ
り
で
、
一文
を
語
つて
い
る
これ
らの
一
呆
ざ
ま
 

ー
らし
い
噴
舞
、
一は
、
半
生
組
（
」
喜
の
私
の
思
い山
を
 

ー
ぬ津
軽
的哀
愁
一よ
み
がえ
ら
せ
て
くn
と
。
 

一
ん
で
漂
つ
て
い
ーた
に
一
臓
、オ
ガ
サマ
た
嘉
、
一
」
h
 

一並
ぶ
地
蔵
堂
『
こ
そ夜
を
徹
し
て楽
しむ
こ
の祭
は
、
 

最
り
m
し
て
供
 
神信
心
、仏
毒
り
を口
実
に
、遠
い
と
 

『
つ
た
ビス
ケ
ツ
 
こ
ろ
も
い
と
わ
な
いで
や
つ
て
来
る
農

ス
、
そ
し
て
そ
一
村
中
年婦
人
の大
き
な
楽
し
みで
、
間
 

（物
か
」か
き
築
め
一I

う
な
家
膨事
情
の
もA
jに
お
かれ
 

い
影
の
漂う
ィ
ダ
コ
」
 

な
ぜ
農
村
婦
人
は
信
仰
す
る
 

  

  

  

  

  

  

  

た
婦
人
だ
ち
が
、互
い
に
語
り
、夜
を
 

讐

T跡
り
、果
？な
需

て
共続
 

す
る
こ
れ
ら
の
婦
人
だ
ち
に
と
つ
ては

全
く
自
由な
解
放さ
わ
ガ
ンク
リ
エl
 

シ
ョン
の
日
で
もあ
る
。
 

C
の
条
の
さま
が
、あ
ま
り
に
も
素朴

刃
で
、近
叱n
主
‘
百一
事負
る
雰
・

気
を
か
も
しm
し
て
い
る
の
は
、た
し

か
に
拠
際で
あ
る
が
、
こ
の
室
気
を
さ

ら
に
あ
お
る
か
のよ
・
っに
みえ
る
の
が

に
の
祭
り
に
寄
生
して
い
る
『
イ
ダ

己
で
あ
る
。イ
ダ
コ
の寄
生
は
、
こ
 

ー
マン
暴君
の
下
に
生
活
し
た
こ
と
が
、
 

一
なん
ら不
合
理に
も
思
わ
な
い
程の
無
 

れ
た
自
主
住
を
失
つた
あ
われ
な
女
性

の
姿
で
もあ
る
。
 

つ
かれ
て
、い
か
に
も
ま
ず
た
ら
し
い

団
子
を
供
え
、右
凝
つ
て
イ
ダ
コ
の
い

う
こ
とに
耳
か
個
け
て
いる
姿
には
、
 

ほ
ほ
え
ま
しい
と
か
、ー
フる
わ
し
い
と
 

現
金
八
万
余
円
集
ま
る
 

大
火
の
小
泊
に
温
い
見
舞
金
 

出
価蘭
の
中
で
も
ま
れ
て
生活
す
れ

ば
、ひ
ど
い
こ
と
を
・
J
る
と
の
け
者

に
され
る
ので
し
な
ぐな
り
ま
す
。
 

な
に
か
勢
さ
れ
な
い気
も
ちの
あ

ら
わ
れ
が乱
暴
や
人
い
じめ
に
な
る

こ
と
もあ
り
ま
す
。わ
が
ま
まと
い

う
ほ
呉
ほ
な
い
け
れ
ど
も
、満
た

さ
れ
な
い（m
も
ち
の
は
け
口
が乱
暴

や
入
い
じめ
に
な
る
こと
は
よく
あ

る
こ
と
で
す
。
 

し
じゆ
っ
家で
叱
られ
て
ぱか
り
い

る
。た
た
か
れ
て
ば
かり
いる
子
ど

も
は
、そ
の欝
憤
ぱ
ら
しに
、よ
そ

の
子に
●
婆
し
、い
じめ
ると
いう

こ
と
に
な
り
ます
。
こ
れ
は
いつ
も
 

し
た
そ
の腕
ま
え
を
みせ
る
べ
く
去
る

十
月
」
百正
午
か
ら
「「
龍発
表
会
』
 

タ
飛
した
。
ハ
1
モ
ニ
カ
合爽
、ギ
タ
 

1
独
加
（
、
舞
踊
、
演
劇
な
ど
盛
り
沢
山

の
プ
ロ
グ
ー
 に
、当
町は
も
ち
ろ
ん

近
郷
近
在
の
大
人
気を
よ
ん
だ0
 

月
ニ
回
コ
ン
サ
ー
ト
 

さ
わ
らび
の
金
で

クA
お
ら
びf
の
会
（二
十
一
年
度
小

学
卒策
生
女
子
）
のグ
ルー
プ
で
は
八

月
か
ら
毎
月
第
一
、第
一百
曜
日
の午

後
七
時
半
か
らA
木
保
青所
で
レコ
1
 

ド
・
コ
ン
サ1
ト
か
罷
す
こ
とに
な
つ

て
い
る
。解
脱
は
一戸
先
生
で
一磐

方
々
の
参
加も
”
迎
して
いる
。
 

．了
…
二
三一三
二
こ．・i

二
．I
一
ニ
二
一
ご
‘
二
？，
一三
二
？？・ニ
、
？・三
二
三了
三
…
一一一一

 

こ
れ
は
、展
幕

人
の
み
では
な
く
、
 に
平
然と
して
昔
の
まま
で
いる
こ
と

全
女姓
に
と
つて
も
大
」」
な
撒
で
あ
フは
m経
の
無
知
に
夢
、
恥か
」如
実
に
那
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か
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を
（
一ぐ
つ
て
いる
の
！七
じ
て」
」るも
乃
で
よ
おプ
句と
戸
う
こ
と
・

は
農
村
社
会
で
あり
、そ
の
家の
在
り
 が
で
き
る
。
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穂
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る
無
知
で
、独
断
で
、頑
固
で
、独
警
 
【写
買
n
の
自
己
暗
示
に
か
か
り泣
き

で
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高
慢
で
名
誉
心
が
商く
、独
裁
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せ
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ダ
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物
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己
心
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強
い
ワン
マ
ン
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に
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明
か
し
て
祭
し
む
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在
し
て
、婦
人
の
考
え
る
こ
と
、お
こ
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艦
札
な
け
れ
ば殺
さ
れ
る
 
田
来
る
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H
夫
を
加え
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、こ
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毎
年
四
月
百
喉
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九
十
石
」
《
勘
は
推
進
すべ
き
で
あ
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な
う
こ
点
日
常
生
活の
自
主
的
活
動

を
許
さな
いこ
と
に
そ
の基
調
が
あ
る

と
みる
べ
き
であ
る
。
 

今
日
は
、人
種
的奴
隷
が実
質
的に
解

放
さ
れ
、資
本
主親
機
構
下の
奴
隷
化

よ
り
も救
われ
よ
うと
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い
る
興

農
村
に
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な
お前
世
組
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圧
が

取
除
か
れ
よ
う
A
jも
せ
ず
に
残
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し
て

い
る
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女
性
の
み
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心
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は
な
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き
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あ
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と
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し
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い
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こ
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し
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い
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い
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あ
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。
 

お
そ
ら
く
潤
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な
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こ
れ

か
簡
駆
と
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取
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げ
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い
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近
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題
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城
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4
に
と
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す
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の
問

囲
か
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げ
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れ
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対
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反
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そ
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は
『尽
蔑
館
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催
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つ
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台
、プ
ル
f

下
窃
れ

と
いう
の
で
家か
趣
て
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入
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澗
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踊
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